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―
彙

報
―

◎
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
大
会
が
、
平
成
二
十
年
九
月
六
日
、
弘
前
大
学
創
立
五
〇

周
年
記
念
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
中
村
安
宏
・
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
准

教
授
が
「
北
方
各
藩
に
お
け
る
儒
学
の
展
開
と
特
徴
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。

公
開
講
演
の
後
、
国
史
研
究
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
総
会
で
は
、
会
務
報
告
、
会

計
監
査
報
告
、
会
計
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

つ
い
で
新
役
員
の
改
選
が
あ
っ
て
、
役
員
任
命
に
つ
い
て
は
、
会
長
一
任
が
了
承

さ
れ
た
。
な
お
代
表
委
員
に
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
小
口
雅
史
委
員
が
選
任
さ
れ

た
。
新
役
員
は
別
掲
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
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弘
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大
学
国
史
研
究
会
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名
簿
（
平
成
二
十
年
度
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○
顧

問

虎
尾
俊
哉

○
会

長

長
谷
川
成
一

○
代
表
委
員

小
口
雅
史

○
委

員

黒
滝
十
二
郎

斉
藤
利
男

関
根
達
人

滝
本
寿
史

竹
内
勇
造

福
井
敏
隆

古
川
淳
一

本
田

伸

三
浦
忠
司

村
越

潔

○
監

事

篠
村
正
雄

坂
本
寿
夫

本
会
機
関
誌
『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
へ
の
投
稿
に
つ
い
て

投
稿
規
定

◎
論

文

四
百
字
詰

枚
程
度
を
原
則
と
す
る
（
縦
書
き
、
以
下

60

同
様
）

◎
研
究
ノ
ー
ト

四
百
字
詰

枚
か
ら

枚
程
度

20

30

◎
研

究

余

録

四
百
字
詰

枚
程
度

10

◎
史

料

紹

介

四
百
字
詰

枚
か
ら

枚
程
度

10

30

◎
そ
の
他
（
書
評
・
研
究
動
向
・
歴
史
随
想
な
ど
）
四
百
字
詰

枚
程
度

10

◎
ワ
ー
プ
ロ
で
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
一
段
に
付
き

字
×

行
で
組
ん
で

32

23

下
さ
い
。
字
数
は
右
の
規
定
の
範
囲
で
計
算
し
て
、
そ
れ
を
越
え
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
投
稿
も
可
能
で
す
（
事
前
に
編
集
委
員
会

へ
御
相
談
下
さ
い
）
。
行
数
・
字
数
は
、
ワ
ー
プ
ロ
執
筆
と
同
様
に
組
ん

で
下
さ
い
。
な
お
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原
稿
を
添
付
の
こ
と
。

◎
横
書
き
を
希
望
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
原

稿

締

切

一
月
末
日
と
八
月
末
日
の
年
２
回

※
投
稿
に
際
し
て
は
、
図
表
を
最
小
限
に
お
さ
え
、
完
成
原
稿
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
原
稿
は
必
ず
御
手
元
で
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
保
存
し
て
お
い

て
下
さ
い
。
投
稿
は
本
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

※
掲
載
に
つ
い
て
は
、
原
稿
を
受
領
後
、
編
集
委
員
会
で
審
査
し
、
一
ヶ
月

以
内
に
御
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
文
中
に
掲
載
許
可
を
必
要
と
す
る
写
真

・
図
版
等
を
含
む
場
合
に
は
、
掲
載
決
定
後
、
著
者
の
責
任
に
お
い
て
権

利
者
か
ら
許
可
の
承
諾
書
を
取
得
し
て
下
さ
い
。

※
掲
載
分
の
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
抜
刷

部
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

50

※
本
誌
掲
載
の
論
文
等
を
転
載
す
る
場
合
は
、
本
会
の
諒
承
を
得
て
下
さ
い
。



－ 63 －

平
成
二
十
年
十
月
三
十
日

弘
前
大
学

國

史

研

究

第
一
二
五
号

弘
前
市
文
京
町
一
番
地

036-
8560

弘
前
大
学
人
文
学
部
日
本
史
研
究
室
内

編
集
者

弘

前

大

学

國

史

研

究

会

発
行
者

振
替
口
座

〇
二
三
〇
〇-

一-

六
三
四
番


